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借
り
上
げ
の
料
金
な
ど
の
役
務
費
、
現
場
事
務
所
な
ど

の
営
繕
費
、
現
場
に
常
駐
す
る
社
員
な
ど
の
現
場
管
理

費
な
ど
が
率
計
算
さ
れ
る
。
直
接
工
事
費
に
計
上
さ
れ

た
材
料
な
ど
の
中
止
期
間
中
に
か
か
る
損
料
額
な
ど
も

積
み
上
げ
計
算
さ
れ
、
合
算
さ
れ
る
。

　

今
回
の
改
正
は
、
工
事
一
時
中
止
に
伴
っ
て
増
加
す

る
経
費
率
を
二
〇
％
割
り
増
し
し
、
現
場
に
常
駐
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
作
業
員
の
人
件
費
を
考
慮
し
、
現
場

施
工
の
指
導
的
役
割
を
担
う
「
土
木
一
般
世
話
役
」
へ

の
中
止
日
数
分
の
基
本
計
上
費
用
を
算
定
式
に
追
加
し

た
。
今
後
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
る
か
が
重
要
で
は
あ

る
が
、
発
注
者
の
現
場
担
当
者
ま
で
浸
透
す
れ
ば
、
工

事
の
一
時
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
施
工
業
者
は
随
分
、

助
か
る
は
ず
だ
。

　

工
事
一
時
中
止
に
な
る
と
、
施
工
者
側
は
工
事
再
開

に
向
け
て
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
仮
に
増
加
費
用
を

見
て
も
ら
っ
て
も
、
実
際
に
か
か
る
費
用
よ
り
少
な
く
、

赤
字
工
事
に
な
り
や
す
い
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、工

事
再
開
後
に
工
期
短
縮
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

急
速
施
工
で
採
算
が
悪
化
す
る
こ
と
も
多
い
。
国
土
交

通
省
は
今
回
の
改
正
に
つ
い
て
「
実
際
に
か
か
る
費
用

を
調
べ
、そ
れ
に
近
づ
け
た
」
と
い
う
が
、
工
事
が
止
ま

っ
た
状
態
で
の
施
工
者
側
の
費
用
を
み
る
と
い
う
の
は
、

ま
さ
に
片
務
的
な
要
因
を
取
り
除
こ
う
と
い
う
国
土
交

通
省
の
強
い
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
残
念
な
が
ら
片
務
的
な
も
の
が
す
べ
て
解
消

さ
れ
た
訳
で
も
な
い
。

悲
願
だ
っ
た
工
事
一
時
中
止
費
用
の
算
定
見
直
し
が
行

わ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

　

二
十
数
年
前
、
建
設
業
界
の
最
大
の
課
題
は
「
片
務

的
」
な
受
・
発
注
者
の
関
係
を
ど
う
解
消
し
て
い
く
か

だ
っ
た
。
業
界
側
は
発
注
者
側
と
の
意
見
交
換
を
行
う

た
び
に
「
片
務
性
の
是
正
」
を
訴
え
て
き
た
。
具
体
的

に
は
「
標
準
請
負
契
約
約
款
の
完
全
採
用
、
完
全
実
施
」

「
施
工
条
件
明
示
と
設
計
変
更
の
適
正
化
」「
Ｊ
Ｖ
発
注

の
適
正
化
」「
歩
切
り
の
撤
廃
」「
競
争
契
約
参
加
資
格

審
査
手
続
き
の
簡
素
化
、
統
一
化
の
推
進
」「
工
事
一
時

中
止
に
伴
う
増
分
費
用
お
よ
び
第
三
者
損
害
」「
工
事

費
構
成
書
制
度
の
積
極
的
運
用
」
な
ど
を
再
三
要
望
事

項
に
挙
げ
、
発
注
者
側
に
改
善
を
強
く
求
め
て
き
た

（
日
本
土
木
工
業
協
会
〈
現
・
日
本
建
設
業
連
合
会
〉
発

刊
の
「
土
工
協
五
十
年
の
歩
み
」
よ
り
。
昭
和
五
十
年

代
後
半
か
ら
平
成
四
年
の
官
民
懇
談
会
の
要
望
事
項
の

内
容
）。

　

こ
れ
ら
の
要
求
項
目
を
一
つ
ず
つ
見
れ
ば
、
こ
の

二
十
数
年
間
で
か
な
り
改
善
さ
れ
、
片
務
的
な
要
素
は

解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
標
準
請
負
契
約
約
款
は
大
半
の

　

そ
の
代
表
格
が
指
名
停
止
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
指

名
停
止
は
法
律
に
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

「
法
律
違
反
企
業
（
疑
わ
し
い
企
業
も
含
む
）
や
不
誠
実

な
企
業
な
ど
と
は
お
付
き
合
い
し
な
い
」
と
い
う
発
注

者
の
裁
量
で
あ
る
。
各
発
注
者
が
作
成
し
た
指
名
停
止

要
領
な
ど
で
一
定
の
規
定
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
土
台

と
な
る
法
律
的
な
根
拠
は
な
く
、
中
央
公
共
工
事
契
約

制
度
運
用
連
絡
協
議
会
の
指
名
停
止
モ
デ
ル
が
指
名
停

止
要
領
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。『
中
央
公
契
連
指

名
停
止
モ
デ
ル
の
解
説
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
指
名
停
止

モ
デ
ル
を
「
公
共
工
事
発
注
者
が
一
定
期
間
、
不
正
ま

た
は
不
誠
実
な
行
為
の
あ
っ
た
有
資
格
業
者
を
指
名
し

な
い
こ
と
を
内
部
的
に
決
定
し
た
に
す
ぎ
な
い
」
と
い

う
解
釈
を
示
し
、
処
分
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
つ
ま

り
「
指
名
し
な
い
だ
け
」
と
い
う
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
消
極
的
な
対
応
と
い
う
考
え
方
だ
。
た
だ
、
現
在
は

指
名
競
争
入
札
が
な
い
た
め
、「
入
札
参
加
さ
せ
な
い
」

と
い
う
処
分
に
も
見
え
る
。
入
札
参
加
さ
せ
な
い
と
い

う
の
は
、
建
設
業
者
の
生
命
線
で
あ
る
受
注
活
動
に
参

加
さ
せ
な
い
と
い
う
措
置
だ
け
に
、
こ
れ
だ
け
の
措
置

を
法
的
な
根
拠
も
な
く
、
発
注
者
の
胸
先
三
寸
で
運
用

し
て
い
る
と
い
う
の
は
ど
う
も
違
和
感
が
あ
る
。

　

実
際
、
今
年
二
月
に
関
東
地
区
で
大
雪
が
降
っ
た
際
、

千
葉
県
か
ら
談
合
を
繰
り
返
し
た
と
し
て
指
名
停
止
を

受
け
た
建
設
会
社
三
〇
社
の
う
ち
、
二
七
社
が
県
の
委

地
方
自
治
体
が
採
用
し
、
施
工
条
件
明
示
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
も
作
成
さ
れ
た
。
競
争
契
約
参
加
資
格
審
査
手
続
き

の
簡
素
化
、
統
一
化
は
、
電
子
的
な
手
続
き
が
行
わ
れ
、

一
斉
申
請
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

工
事
一
時
中
止
に
伴
う
増
分
費
用
に
つ
い
て
も
、
平

成
二
十
年
に
国
土
交
通
省
が
「
工
事
一
時
中
止
に
係
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
。
こ
れ
を
契
機
に
都
道
府
県

レ
ベ
ル
で
も
同
様
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
動
き
が
進

ん
だ
。
さ
ら
に
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
国

土
交
通
省
は
事
例
集
を
作
成
。
ど
う
い
う
ケ
ー
ス
で
増

加
費
用
が
計
上
さ
れ
た
の
か
、
計
上
さ
れ
な
か
っ
た
の

か
を
ま
と
め
た
。

　

今
回
の
見
直
し
が
画
期
的
な
の
は
、
工
事
一
時
中
止

に
伴
う
費
用
の
算
定
方
法
を
変
え
、
現
場
の
実
態
に
一

段
と
近
づ
け
た
こ
と
だ
。
そ
も
そ
も
工
事
一
時
中
止
に

伴
う
増
加
費
用
は
、
現
場
維
持
な
ど
に
要
す
る
費
用
お

よ
び
本
支
店
に
お
け
る
増
加
費
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
現
場
の
保
安
要
員
の
た
め
の
安
全
費
や
土
地
の

託
で
除
雪
作
業
を
行
っ
た
。
県
の
規
定
で
は
「
や
む
を

得
な
い
事
情
」
の
場
合
、
指
名
停
止
中
で
も
随
意
契
約

で
き
る
と
あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
指
名
停
止
を
解
除
し

た
。
発
注
者
の
都
合
で
、
指
名
停
止
を
出
し
た
り
、
解

除
し
た
り
自
由
自
在
だ
。
今
年
三
月
の
北
陸
新
幹
線
融

雪
・
消
雪
基
地
機
械
設
備
工
事
談
合
事
件
の
指
名
停
止

も
首
を
傾
げ
た
く
な
っ
た
。
公
正
取
引
委
員
会
は
発
注

者
側
を
含
め
た
「
官
製
談
合
」
と
認
定
し
、
受
注
者
側

に
対
し
て
は
担
当
者
を
刑
事
告
発
、
発
注
者
側
に
対
し

て
も
改
善
措
置
要
求
を
行
っ
た
。
た
だ
、
受
・
発
注
者

双
方
が
当
事
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
処
分

内
容
は
余
り
に
も
異
な
る
。
受
注
者
側
は
す
ぐ
に
最
大

一
四
カ
月
の
指
名
停
止
処
分
を
受
け
、
そ
の
後
、
刑
が

確
定
す
れ
ば
課
徴
金
の
納
付
、
営
業
停
止
処
分
、
下
手

を
す
れ
ば
株
主
代
表
訴
訟
も
起
こ
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
一
方
、
発
注
者
側
は
幹
部
職
員
の
減
給
処
分
な
ど

が
出
さ
れ
、
追
加
処
分
も
検
討
す
る
と
し
て
い
る
が
、

事
業
活
動
の
中
止
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

処
分
さ
れ
る
側
と
な
る
建
設
業
界
が
指
名
停
止
の
議

論
を
行
う
の
は
難
し
い
。「
片
務
的
」
だ
と
感
じ
て
い
て

も
、
発
注
者
側
か
ら
「
法
律
違
反
を
し
な
け
れ
ば
何
の

問
題
も
な
い
」
と
一
喝
さ
れ
て
終
わ
る
。
た
だ
、
法
的

な
処
分
で
あ
れ
ば
致
し
方
な
い
が
、
法
的
な
根
拠
の
あ

い
ま
い
な
指
名
停
止
は
、
そ
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
も

良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
指
名
停
止
の
あ
り
方
を

議
論
の
テ
ー
ブ
ル
に
乗
せ
て
こ
そ
、「
片
務
」
と
い
う
言

葉
が
死
語
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ベ
ッ
ク
」「
ナ
ウ
い
」「
モ
ー
レ
ツ
」
等
々
。
最

近
使
わ
な
く
な
っ
た
言
葉
を〝
死
語
〞と
い
う
が
、

建
設
業
界
に
も
〝
死
語
〞
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
日
、

あ
る
記
事
を
読
ん
で
い
て
、ふ
と「
片
務
」
と
い
う
言
葉

が
頭
に
浮
か
ん
だ
。「
片
務
」
を
辞
書
で
引
く
と
、
当
事

者
の
一
方
だ
け
が
義
務
を
負
う
こ
と
と
あ
る
。
受
・
発

注
者
の
関
係
の
中
で
、
片
務
的
な
契
約
や
仕
組
み
が
建

設
業
界
で
は
長
年
放
置
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近

こ
の
言
葉
を
と
ん
と
聞
か
な
く
な
り
、
今
や
「
死
語
」

に
な
り
つ
つ
あ
る
。「
片
務
」
的
な
こ
と
が
建
設
業
界
内

で
解
消
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
片
務
」
と
い
う
言
葉
が
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
三
月

十
七
日
付
の
建
設
専
門
紙
に
掲
載
さ
れ
た
国
土
交
通
省

が
「
工
事
一
時
中
止
費
用
の
算
定
見
直
し
」
と
い
う
記

事
を
読
ん
で
の
こ
と
だ
。
そ
の
二
日
前
に
は
建
設
業
団

体
が
積
算
基
準
・
標
準
歩
掛
か
り
、
工
事
一
時
中
止
に

よ
る
増
加
費
用
の
見
直
し
な
ど
を
国
土
交
通
省
に
要
望

と
い
う
記
事
も
あ
っ
た
。
建
設
業
界
に
と
っ
て
長
年
の

 【 ごまめの歯ぎしりとは 】 
ごまめの歯ぎしりとは、実力のない者がいたずらに苛立ったり悔しがったりすることのたとえ。

「
片
務
」を
死
語
に
し
て
は
い
け
な
い
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ア片
務
性
の
是
正
が
業
界
の
課
題
だ
っ
た

現
場
の
実
態
に
近
づ
け
た
算
定
改
正

指
名
停
止
の
あ
り
方
を
議
論
の
場
に


